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今週はここに注目！

ミツガシワが
咲きました！
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自然教育園見 情報ろご

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

主に2輪の花をつけることが名前
の由来。地下茎で増えるので、一
面に広がって咲く様子がよく見ら
れます。

ニリンソウ

ジロボウエンゴサク
漢字では、次郎坊延胡索（じろぼ
うえんごさく）と書きます。三重
県の伊勢地方にはスミレを太郎
坊、本種を次郎坊とよび、それ
ぞれの種の花どうしを、距
（きょ：花びらなどの付け根の突
起部分）を絡ませて引き合う遊び
があり、これが「ジロボウ」の由
来とされています。「エンゴサク」は
中国名（漢名）です。

主に2輪の花をつけることが名前
の由来。地下茎で増えるので、一
面に広がって咲く様子がよく見ら
れます。

ニリンソウ

重なった枝が風に揺
れる様子「山振り」
が転じて「やまぶ
き」と呼ばれるよう
になりました。この
花の鮮やかな黄色を
「やまぶき色」と言
います。昔から日本
人に親しまれた植物
で、「万葉集」には
17種が詠まれ、
「源氏物語」や「枕
草子」にも登場しま
す。

ヤマブキ

ヤマブキソウ
ケシ科の多年草ですが、ヤマブキ
（バラ科の落葉低木）の黄色と同
じ花色であることが名前の由来で
す。「クサヤマブキ」の別名もあ
ります。ヤマブキの花弁が５枚な
のに対し、ヤマブキソウは４枚で
す。

３枚の小葉がカシワの葉に似てい
るため「三槲（みつがしわ）」。
タネの化石が、約200万年くらい
前の地層からも発見されている古
い時代の植物です。

ミツガシワ

花の形を船の碇
（いかり）に見
立てたことが名
前の由来。乾燥
させたものは、
漢方薬としても
利用されます。

イカリソウ

年１回、春だけに現れる白色
のチョウ。オスは前翅の先が
オレンジ色なので、よく見れ
ば飛んでいてもわかります。

ツマキチョウ

武蔵野植物園で
見られます

水生植物園

~イチリンソウ とニリンソウ ～

☆見分けポイント☆
キンポウゲ科イチリンソウ属

一つの花径に
主に二輪の花をつける

花の大きさ
2ｃｍほど

キンポウゲ科イチリンソウ属
一つの花径に

一輪の花をつける
花の大きさ

4ｃｍ

本種をヒオウギと混同し、その中国
名（漢名）「射干」を日本読みして
「シャガ」となったのが名前の由来。
繁殖力が強く、大群落を作ります。

シャガ名前の由来は、この草で丈夫な笠
や蓑をつくったことによります。
大正時代ころまでは、農村の貴重
な繊維資源で栽培もされていまし
た。河川や湿地に群生します。

カサスゲ

似たもの同士をくらべてみよう！①

似た者同士を比べてみよう♪
いずれも路傍植物園で見られます

水生植物園や
森の小道で
見られます

似たもの同士をくらべてみよう！

～ at 路傍植物園  ～

ほこ形

細長い
矢じり形

似たもの同士をくらべてみよ
う！

・草ではなく木
・花びらが５枚
・高さ100～200ｃｍ

ヤマブキ
（バラ科）

ヤマブキソウ
（ケシ科）

・木ではなく草
・花びらが4枚
・高さ～30ｃｍ

イチリンソウ
（キンポウゲ科）

ニリンソウ
（キンポウゲ科）

・一輪の花をつける
・花の大きさ4ｃｍ

・主に二輪の花をつける
・花の大きさ2ｃｍ
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